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大盛況 

'92金木町産業文化まつり 
収
穫
の
秋
を
祝
い
、
文
化
の
秋

に
親
し
む
た
め
「
m
金
木
町
産
業

文
化
ま
つ
り
」
が
1
1月
1
日
1
3
 

日
ま
で
の
3
日
間
、
中
央
公
民
館

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
に
先
立
ち
田
中
町
長
が
、
 

「金
木
町
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
文

化
ま
つ
り
に
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
。
こ
の
後
早
速
公
民
館
大
ホ
 

ー
ル
で
催
し
も
の
が
始
め
ら
れ
、
 

訪
れ
た
町
民
は
催
し
も
の
ゃ
展
示

物
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
 

A2枚も当っちゃった。 

ノ 

，蟹 
▲私、八郎さんのフアンです ▲見事な出来ばえ 

▲優勝して大喜びの白川さん 

門
一
 

、
 

1m
1
4“
ー一
 

▲おしゃべりしながらするのが「 
楽しいんです。 

第

2
回
町
民
歌
謡
祭
 

兼
交
通
安
全

力
ラ
オ
ケ
大

会
予
選
会
 

1
1月
3
日
、
こ
の
日
の
メ
イ
ン
 
第
4
位
 
泉
 
谷
 
強
 
正
 

イ
ベ
ン
ト
「第
2
回
町
民
歌
謡
祭
」
 
第
5
位
 
伊
 
藤
 
広
 
行
 

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
見
守
る
 
特
別
賞
 
平
 
川
 
キ
ミ
エ
 

中
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
 
特
別
賞
 
松
 
川
 
清
 
男
 

た
。
 

歌
謡
祭
は
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
今
年
が
第
2
回
目
。
 

優
勝
の
副
賞
が
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
 

準
優
勝
が
ラ
ジ
カ
セ
な
ど
豪
華
な

賞
品
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
出
場

者
は
真
剣
そ
の
も
の
。
観
客
も
う

っ
と
り
聞
き
惚
れ
て
い
ま
し
た
。
 

歌
謡
祭
の
成
績
は
次
の
と
お
り
 

優
 
勝
 
白
 
川
 
雄
 
斉
 

準
優
勝
 
原
 
田
 
雄
 
大
 

第
3
位
 
中
 
谷
 
弘
 
子
 

▲けっこうなお手 

▲女棋士誕生 



こんなのできました 

あとイ可ウス？ 

子どもにとっては力ボチャもオモチャ 

好評だった生活改善半ト理実演 

丈夫に育ってネ 

第
1
4回
金
木
町総
合
体
育
大会
 

1
0月
1
0日、
第

1
4回金
木
町
総

合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
 

予
定
さ
れ
て
い
た
陸
上
競
技
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
 

相
撲
が
中
止
に
な
っ
た
も
の
の
、
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
が
予
定
通
 

「
  
，
ー
ーー
 

、，
/
 

 

“
 

二（
 

、
素

ま
 

h
?
 

イ
 

。

、
 

ノ
 

ス
 

一
・
舞
隣
 

い
．
 

決
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室
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
 
勝
 

ム
ー
ミ
ン
 

準
優
勝
 

県
信
用
組
合
 

第
三
位
 

L
・
D
 

”
 
加
賀
谷

チ
ー
ム
 

●

卓
 
球
 

小
学
校
四
年
生
以
下
男
子
 

よ
 
優
 
勝
 
岩
 

村
 
暢
 
寿

見
 
準
優
勝
 

伊
 
藤
 
和
 
公

に
 
第
三
位
 

田
 
中
 
寿
 
幸

引
 

”
 
吉
 
田
 

一
 
生

ブ
小
学
校
四
年
生
以
下
女
子
 

ザ
 
優
 
勝
 

鳴
 
海
 
有
 
香

の
 
準
優
勝
 

下
 
田
 
絵
梨
奈

こ
 
第
三
位
 
成
 

田
 
江
梨
子
 

”
 
阿
 

部
 
絵
 
美
 

小
学
校
五
年
生
男
子
 
 

優
 
勝
 

準
優
勝
 
秋
 
元

第
三
位
  

田
 
中

伊
 
藤

小
学
校
五
年
生
女
子

優
 
勝
 

伊
 
藤

準
優
勝
 
沢
 

田

第
三
位
 
伊
 
藤
 

”
 
鈴
 
木

小
学
校
六
年
生
男
子

優
 
勝
 
阿
 
部

準
優
勝
 

今
 

第
三
位
 

秋
 
元
 

”
 
内
 
海

小
学
校
六
年
生
女
子

優
 
勝
 

長
 
尾

準
優
勝
 
荒
 

関

第
三
位
 

西
 
沢
 

”
 
山
 

内
 

中
学
校
男
子

優
 
勝

準
優
勝

第
三
位
 

中
学
校
女
子

優
 
勝

準
優
勝

第
三
位
 

"
 

高
校
生

・
一
般
男
子
 
子
 

優
 
勝
 

斉
 
藤
 

準
優
勝
 

竹
 
内
 

第
三
位
 

三
 
上
 

一
般
女
子

優
 
勝

準
優
勝

第
三
位
 

準
優
勝
 

第
三
位
 

西
 
村

三
 
上
 

鎌
 
田
 

阿
 
部
 

子子子子 吾行季 子美花代 実也忍税 

大秋山津 三竹斉男 阿鎌三西 鳴其秋沢

屋元 中 島 上内藤 部田上村 海田 元田 

修文和恵 健貴文 美三静郁 和優 
香美 	裕 智 



融雪溝全体計画 

麟聾響醸響曹 

今年度供用開始ルート（町の事業） 490m - 

今年度供用開始ル一ト（県の事業） 460m -4 
・ ・ ・ ・  ， 5 年度以降エ事計画ルート（町の・ド業） 420m 
一■一一ト 5 年度以降工事計画ル一ト（県の事業） 840n, 

マ
、

一
 

金木町の事業として行なう計画―覧 

区 	分 延長 事業 費 

平成 2 年度 68m 11,652千円 

平 成 3 年 度 302m 29 , 849千円 

平成 4 年度 120m 20,468千円 

平成 5 年度以降 420m 50,000千円 

計 910m 111,969千円 

融
雪
溝
い
よ
い
よ
供
用
開
始
 

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の

一
環

と
し
て
、
平
成
2
年
度
か
ら
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
融
雪
溝
が
遂

に
今
冬
か
ら

一
部
供
用
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

融
雪
溝
は
、
冬
季
間
、
除
排
雪

を
円
滑
に
し
、
雪
に
困
ら
な
い
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、
道
幅
が
狭

く
交
通
量
の
多
い
商
店
街
に
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
雪
の
捨
て
場
所
が

な
く
、
苦
労
し
て
い
た
商
店
街
の

皆
さ
ん
も
、
こ
の
融
雪
溝
に
よ
り

厄
介
だ
っ
た
雪
捨
て
を
楽
に
こ
な

す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

融
雪
溝
の
工
事
は
、
平
成
2
年
 
 

融雪溝工事風景（寺町） 

度
に
は
米
町
の

一
部
（6
8m
）
、
 

平
成
3
年
度
は
米
町
、
新
富
町
、
 

寺
町
の
一
部

（
肌
m
）
が
完
成
し

て
お
り
、
今
年
度
寺
町
の
残
り
の

部
分

（
即
m
）
が
完
成
。
ま
た
、
 

町
の
事
業
と
共
に
、
県
の
事
業

（
 

県
道
部
分
）
も
役
場
前
か
ら
本
町
、
 

小
川
町
の

一
部
、
川
端
町
（
卿
m
)
 

が
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い

一
部
供

用
開
始
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
 

町
の
事
業
費
は
、
平
成
2
年
度

一
，
 一
六
五
万
二
千
円
、
平
成
3
 

年
度
二
，
九
八
四
万
九
千
円
、
平
 
 成

4
年
度
二
，
〇
四
六
万
八
千
円

を
投
資
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
も

事
業
計
画
が
あ
り
、
町
の
事
業
と

し
て
抑
m

、
県
の
事
業
と
し
て
脚
 

m
を
予
定
。
最
終
的
に
は
駅
前
か

ら
米
町
の
一
部
ま
で
の
商
店
街
全

域
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
 

交
通
渋
滞
の
解
消
と
、
雪
の
な
い
、
 

明
る
い
街
並
み
に
な
り
そ
う
で
す
。
 

融
雪
溝
利
用
心
得
 

①
雪
捨
て
が
終
わ
っ
た
ら
、
フ
タ

を
き
ち
ん
と
閉
め
ま
し
ょ
う
。
 

②
フ
タ
を
開
け
や
す
く
す
る
た
め

角
材
や
パ
イ
プ
な
ど
を
は
さ
ん

で
お
く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

③
融
雪
溝
の
フ
タ
以
外
の
も
の
を

フ
タ
と
し
て
使
う
の
は
危
険
で

す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

④
安
全
格
子
は
必
ず
取
り
付
け
て

作
業
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
の
雪
や
、
大
き

な
固
い
雪
を
そ
の
ま
ま
投
入
す

る
と
下
流
で
つ
か
え
ま
す
の
で

小
さ
く
し
て
投
入
し
ま
し
ょ
う
。
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南中JRO委員会 

収益金を社協に寄附 

川小児童 

あしの園慰問 

嘉瀬小児童・サントピアホームに 

手作りの餅プレゼント 

沢田茂氏に 

自衛隊から感謝状 

こ
の
ほ
ど
金
木
南
中
学
校

（
校

長
ー
藤
田
信
範
）
の
生
徒
会
長
野
 

去
る
1
0月
2
6日
、
川
倉
小
学
校
 

（
校
長廿
村
上
五
朗
）
の
児
童
が

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
し
の
園
 

（
園長
ー
中
谷
衛
）
を
慰
間
し
、
 
 呂

佳
久
君
と
J
R
c
委
員
長
山
中

一
成
君
が
金
木
町
社
会
福
祉
協
議

会

（
会長
ー
花
田

一
）
を
訪
れ
、
 

南
中
祭
で
J
R
c
委
員
会
の
主
催

で
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

ー
 

の
収
益
金
二
八
，
五

一
〇
円
と
衣

類
1
1点
を
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
て
て
下
さ
い
と
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
 

寄
附
を
受
け
た
白
川
章
一
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
い
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

学
芸
発
表
で
、
お
年
寄
り
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
 

慰
問
は
、
お
年
寄
り
た
ち
に
乎

紙
を
書
い
た
り
、
学
校
の
様
子
を

披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
敬
愛
の
気
持
ち
を
育
て

よ
う
と
始
め
た
も
の
。
 

学
芸
発
表
は
、
全
校
生
徒
の
元

気
よ
い
合
唱
の
あ
と
手
紙
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
た
ち
は
心

温
ま
る
手
紙
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
こ
の
後
も
次
々
に
遊
戯

や
劇
、
合
奏
な
ど
を
披
露
。
お
年

寄
り
た
ち
は
盛
大
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
嘉
瀬
小
学
校

（
校長
 

ー
n
田
興
）
で
、
自
分
た
ち
で
育

て
た
餅
米
を
使
っ
て
餅
を
つ
き
、
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム

（
園長
ー
花

田
昭

一
）
の
園
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
 

' 
嘉
瀬
小
で
は
、
校
外
学
習
の
一

環
と
し
て
稲
作
り
を
行
な
っ
て
お

り
、
春
に
植
え
た
稲
が
実
を
結
び
 

1
0月
1
2日
に
待
望
の
稲
刈
り
を
、
 

1
7日
に
は
そ
の
刈
り
取
っ
た
米
を

使
っ
て
餅
つ
き
会
を
実
施
。
男
子

生
徒
が
ウ
ス
と
キ
ネ
を
使
っ
て
餅

を
つ
き
、
女
子
生
徒
が
つ
き
た
て

の
餅
を
丸
め
、
あ
ん
こ
を
入
れ
た

ダ
イ
フ
ク
を
作
り
、
み
ん
な
で
試

食
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
J
R
c
委
員
が
早
速
つ

き
た
て
の
餅
を
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ

ー
 

ム
の
園
生
に
「

一
生
懸
命
作
っ
た

手
作
り
の
餅
で
す
。
ど
う
ぞ
食
べ

て
下
さ
い
い
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
 

し
た
。
 

昭
和
6
1年
に
金
木
町
自
衛
隊
協

力
会
会
長
に
就
任
し
て
以
来
、
防

衛
思
想
の
普
及
、
隊
貝
の
士
気
の

高
揚
に
多
大
な
協
力
、
ま
た
師
団

の
隊
務
運
営
に
貢
献
し
た
功
績
に

よ
り
、
沢
田
茂

（
金
木町
自
衛
隊

協
力
会
会
長
）
さ
ん
に
、
1
0月
1
8
 

日
行
わ
れ
た
 
「自
衛
隊
第
九
師
団

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
」
 
に
お

い
て
、
自
衛
隊
第
九
師
団
長
（
陸

将
ー
藤
原
博
）
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

⑤ 広報かなき川―川川III 	 

収益金と衣類を手渡す野呂君と山中君 

感謝状を手に喜びの沢田さん 


